
個別の取組・事業について 

 

 

■令和元年度における各機関の重点事項など 

 

（ⅰ）顕著で普遍的な価値の保全に関する事項 

①植生保全に関する取組み 

・保全管理計画の改訂（林野庁） .......................................  資料 3別添 1 

・父島の植生保全・回復に係るノヤギ対策（東京都） ............  資料 3-4、資料 4（p1） 

・聟島列島の植生保全・回復に係るネズミ対策（東京都） ......  資料 3-18、資料 4（p10） 

 

②陸産貝類保全に関する取組み 

・陸産貝類域内保全（兄島等でのネズミ防除）対策（環境省） ....  資料 3-7、資料 4（p4） 

 

③その他 

・愛玩動物に関する検討（小笠原村） .......................  資料 3-22、資料 4（p2,7） 

 

（ⅱ）その他保全に関する取組み 

・オガサワラオオコウモリ保全・食害対策（管理機関） .................................   

資料 3-1、3-12、3-13、3-14、3-19、資料 4（p2,3,4,5,7,8） 

・オガサワラカワラヒワの保全対策（林野庁）  資料 3-15、資料 3別添 2、資料 4（p7,8,9） 

・有人島におけるネズミ対策（管理機関） ...................  資料 3-23、資料 4（p3,8） 
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■要請事項ａに関して 

項目 概要 

1．植生に係る対

応 

◆固有森林生態系保全・

修復等事業 

【資料 3-1】 

・弟島、兄島、西島、東島、父島、母島、向島で外来植物駆除を実施

中。弟島、兄島、母島では植栽を実施し、経過観察中。 

・グリーンアノール対策として BCラインにかかる樹木の剪定等を実

施しているが、台風 21号の影響で柵が破損したため休止中。 

・指定ルート調査では台風後の被害状況を調査。 

・気候変動モニタリングでは引き続き父母の雲霧状況を記録。 

 

 ◆森林生態系の維持・再

生（母島北部のアカギ

駆除等） 

【資料 3-2】 

・平成 21年度から母島北部民有地で駆除を開始し、アカギの本数を

減らすことが出来ている。 

・沢沿いの光環境等の改善により、トンボ類の生息する沢では確認数

増加傾向もみられる。 

 

 ◆希少植物保護増殖事業 

【資料 3-3】 

・国内希少植物 12種の保護増殖事業を継続。 

・種により、状況・課題が異なる。ノヤギの駆除等により個体数の回

復や実生の定着が見られる種がある一方、開花や結実、発芽が見ら

れないなどの課題がある種もある。 

 

 ◆父島 植生の保全回復

に係るノヤギ対策 

【資料 3-4】 

・5 年以内の父島におけるノヤギの根絶に向け、平成 30 年度より排

除圧を高めて実施している。 

・ノヤギ排除の影響に係る植生モニタリングを実施している。 

 

 ◆小笠原諸島における 

 在来樹木による 

森林の修復手法の開発 

    【資料 3-5】 

・平成 30年度から開始した補助事業（事業期間 5年間）で、父島列

島と母島列島とで実施。今年度は 2年目。 

・過去に実施された外来植物駆除の成果を整理し、文献調査等を加え

て分析し、「外来植物駆除の手引き」の作成を目指す。 

・外来植物駆除に加え、播種・植栽等により在来植生の導入を図るこ

とで、早期の森林修復が可能となるよう、実証試験を行う。 

・その他、各種リスクを低減した苗木づくりの技術開発を検討する。 

 

2．陸産貝類に係

る対応 

◆陸産貝類域内保全対策

（個体群再生等） 

【資料 3-6】 

・父島列島での個体群再生を目指し、巽島への補強、南島への再導入

を検討。今年度、環境調査や個体群再生計画の外部評価を実施。 

・移植による寄生生物の持ち込み、在来の微小貝との競合リスク等が

課題としてある。 

・今後、課題やリスク等への対応を整理し、個体群再生計画を策定し、

補強、再導入を目指す。 

 

 ◆陸産貝類域内保全 

（兄島等でのネズミ防

除）対策 

【資料 3-7】 

 

・2016 年 8 月の殺鼠材散布、BS 対策により、カタマイマイ属・ヤマ

キサゴ属の生息密度は回復、微増傾向。食害はほぼ見られていない。 

・一方、ネズミの増加が見られ、今後もネズミの撮影頻度は全島で上

昇することが予想され、陸産貝類への影響が生じる危険性がある。 

・追加対策として、一部エリアで殺鼠剤の増量や BS の増設等を実施

し、その効果を確認している。 

・今後、更なる効果的な追加対策を検討、実施する必要がある。 
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項目 概要 

 ◆陸産貝類域内保全 

（ツヤオオズアリ防除）

対策 

【資料 3-8】 

＜①母島・南崎＞ 

・固有陸産貝類であるノミガイ類を保全するため、アリの生息範囲を

囲うようにベイト剤を設置し、押さえ込みに成功。 

・対策範囲を徐々に内側に展開しているところ。 

＜②母島・北港＞ 

・平成 27年 10 月から駆除開始。平成 31 年 2 月に東山線歩道入口付

近で生息が確認されているが、その後、令和元年 9月まで検出され

ていない。今後もベイト剤による駆除を継続する。 

＜③母島・農地等＞ 

・平成 29 年度から母島の農地等（蝙蝠谷農業団地、見廻山農業団地、

農協集出荷場）で駆除を実施。今年度はいずれも非検出。根絶に向

けて継続中。 

＜④父島・宮之浜園地＞ 

・平成 29年 3月から国、都、村の協働作業により駆除を実施。 

・現在はフェンス沿いでのみ生息を確認。出現が継続しているエリア

及びデッキ周辺を中心として駆除を継続中。 

 

 ◆陸産貝類の生息域外保

全対策 

【資料 3-9】 

・世界遺産センター保護増殖室、扇浦屋外飼育施設、4動物園、母島、

内地施設で域外保全を実施。 

・遺産センターではカタマイマイ属 6種 13個体群を飼育し、ほぼ全

ての種で繁殖が成功。飼育スペースがほぼ上限に達している。 

・屋外飼育でも栄養補給で累代飼育に成功。 

・オガサワラオカモノアラガイや母島産カタマイマイ属等の繁殖技術

の確立を目指し、試験中。 

 

3．昆虫類に係る

対応 

◆固有昆虫保全対策 

（グリーンアノール防

除）対策 

【資料 3-10】 

＜兄島＞ 

・Ｂライン以北へのアノール拡散防止を概ね維持できているが生息密

度の高い箇所が増えつつある。 

・昨年度アノールの影響と思われるヒメカタゾウムシの減少傾向が確

認されたが、今年度は回復傾向が見られた。 

・台風 21号により Bライン柵が大きく破損し、トラップも喪失。B

ライン沿いからトラップを再設置するとともに、柵は応急的な補修

を行っている。 

＜母島新夕日ヶ丘＞ 

・侵入防止柵内では、侵入抑制と捕獲により固有昆虫類への捕食影響

を低減出来ている。 

 

 ◆固有昆虫類保全（保護

増殖事業） 

【資料 3-11】 

 

 

・オガサワラハンミョウは、2015 年度より再導入を実施し、今年度

も実施済み。 

・希少トンボ類は、生息状況のモニタリング、トンボ池の管理、外来

樹木の伐採等の環境改善を継続実施。 

・オガサワラシジミは、2018 年 6 月以降、目撃例が３件しかない。

多摩動物公園で域外飼育されている個体群を譲り受け2019年10月

より新宿御苑（環境省）で分散飼育を開始。 
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項目 概要 

4．ほ乳類、鳥類

に係る対応 

◆希少野生動物保全（オ

ガサワラオオコウモ

リ、アカガシラカラス

バト保護増殖）対策 

【資料 3-12】 

・コウモリについては、昨年度に策定した 5年間の中期実施計画に基

づき対策を実施。母島の生息状況調査を実施し、父島で捕獲された

雄個体が母島で捕獲され、島間を移動していることが分かった。 

・ハトの個体数は増加傾向にあると推定されるが、個体群が安定して

いる状態とは言えない。 

・引き続き、ノネコ対策等を進めるとともに、個体群動態や個体数推

定のデータの充実を図る。 

 

 ◆オガサワラオオコウモ

リによる食害対策 

【資料 3-13】 

・昨年度に引き続き、農作物被害防除用の防鳥ネット等に絡まり防止

の普及啓発と、安全性が確認された硬質樹脂性ネット（トリカルネ

ット）普及のための補助事業を実施 

・農家について、大規模面積が大きいことから、トリカルネットを設

置する予算と設置業者がないため、資材配布（自主設置）などを実

施することを検討中。 

 

 ◆オガサワラオオコウモ

リ生息環境調査 

 【資料 3-14】 

・平成 23～28 年度に GPS 等を用い基礎的な生態（行動圏や食性等）

情報や生息地利用情報の取得を実施。 

・平成 29～31 年度に、ねぐらとして利用する森林の環境特性や利用

形態の把握を実施中。 

 

 ◆希少鳥類保護管理対策

調査事業 

【資料 3-15】 

・アカガシラカラスバトは、今まで観察数の少なかった営巣や群が観

察された。 

・オガサワラカワラヒワは、例年に比べて目撃数が減少しており、個

体数の減少が推測される。今後の生存可能性を分析した結果、ノネ

コの補食やネズミによる繁殖阻害が続くと絶滅リスクが増加する

ことが明らかになった。 

・オガサワラノスリは 20ペアが定着し、9ペアで繁殖成功。 

 

 ◆希少野生動物保全 

（ノネコ捕獲等）対策 

 

【資料 3-16】 

・昨年度、父島では５年ぶりにノネコを減少させることができた。 

・まずは低密度化が図られている父島での早期完全排除を目指し、捕

獲圧の強化、効率的な捕獲を実施していく。 

・母島では、当面、保全対象種の繁殖・生息地が重複する南部地域で

のノネコの低密度化を図り安全地帯を確保し、その範囲を中北部へ

拡充していく。  

 

 ◆南島におけるネズミ類

の駆除 

【資料 3-17】 

・平成 30年 8月にネズミ類の生息が確認されたため、センサーカメ

ラを増設しモニタリングを進めていたところ、令和元年 7月にネズ

ミ類を再確認。 

・南島全域に低密度に生息していると想定し、専門家による提言を参

考に殺鼠剤の全域手撒き散布を令和 2年 1月に実施予定。 

 

 ◆聟島列島植生の保全・

回復に係るネズミ対策 

【資料 3-18】 

・媒島、嫁島において植生回復の大きな障害となっているネズミの駆

除に着手し、媒島は 2月、嫁島は 10 月に殺鼠剤の全島散布が終了。 

・駆除手法は、殺鼠剤の手撒き散布、ベイトステーションのほか、離

岩礁、急傾斜地ではドローン散布を実施。 

・同時にセンサーカメラによるネズミ個体数の変化をモニタリング

中。 

・令和元年 11月に嫁島でネズミらしき生物が確認された。モニタリ

ングを継続し、対策について検討する。 
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項目 概要 

 ◆宮之浜都有地における

海岸林の復元 

【資料 3-19】 

・平成 27 年度から、アレロパシー活性の強いギンネム林内（約 50㎡）

で、オガサワラオオコウモリの餌木となるモモタマナを播種・植栽

した際に活着するかの試験を実施。 

・将来的に父島の海岸林を復元させるため、平成 28 年度から作業面

積を拡大し、外来植物駆除及び在来幼齢樹（6種）の植栽を実施中。

これまでの植栽株数は計 1080 株。 

 

 ◆小笠原動物協議会 

【資料 3-20】 

・関係機関・団体により、「人とペットと野生動物が共存する島づく

り」の実現を目指して協議会を設立 

・野生動物の保護、小笠原ネコプロジェクトの推進、ペットの適正飼

養の推進及び小笠原世界遺産センター内の動物対処室の運営を行

っている。 

＜令和元年度の主な希少鳥獣の保護状況＞ 

・オガサワラオオコウモリ 

保護：7頭、野生復帰：6頭、死亡：1頭 

・アカガシラカラスバト： 

保護：5羽、野生復帰： 5 羽、動物園搬送：0羽、死亡：0羽 

・オガサワラノスリ 

保護：1羽、野生復帰：0頭、死亡：1頭 

・アカオネッタイチョウ： 

保護：1羽、野生復帰：1頭、死亡：0頭 

 

5．その他の対応 ◆小笠原世界遺産センタ

ーの運営 

【資料 3-21】 

・外来種対策のため、属島に持ち込む資材や道具などを燻蒸室や冷凍

室にて処理。 

・地域や観光客に世界自然遺産の価値等を伝えていくため、企画展や

イベント等を実施。 

 

 ◆ペットに関する新たな

条例 

【資料 3-22】 

・ペットをはじめとした動物を適正に管理すること等により、生態系

への影響を未然に防止するため、ペット等の動物を適正に管理する

ための条例の検討中。 

・住民説明会等からの意見を踏まえ、愛玩動物ＷＧで条例案を再検討

中。 

 

 ◆有人島におけるネズミ

対策 

【資料 3-23】 

平成 27 年度「小笠原諸島有人島におけるネズミ対策にかかる行政連

絡会」を組織。 

 

 ◆村民向け現地での普及

啓発 

【資料 3-24】 

・管理機関の取り組みの理解を深めてもらうため、村民向けの属島ボ

ランティア、属島視察会を実施 

・今年度は、４月に南島外来植物駆除ボランティア、１２月に西島外

来植物駆除ボランティアを実施、年明けに兄島視察会を実施予定。 

 

 ◆村民意見交換 

【資料 3-25】 

・遺産登録後の観光・生活の変化や遺産価値等に ついての意見交換 

・今年度は、「オガサワラグワ」をテーマに実施。 
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■その他の世界遺産管理に係る主な取組状況 

項目 概要 

◆村民参加の森づくりプロジ

ェクト 

【資料 3-26】 

・返還 50周年を契機に、オガサワラグワの在来樹木の植栽や外来植物の駆除など、

身近に体験できる村民参加型の森づくりプロジェクトを実施。 

・今年度は、植栽後の生長の計測、在来樹種の植栽などを実施。年明けにも実施

予定。 

 

◆ボランティア・環境教育 

【資料 3-27】 

・父島ボランティア、母島ボランティア、東京農大等のボランティアの開催、村

内及び内地の教育機関向けの環境教育の実施。 
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オガサワラカワラヒワのモニタリング （林野庁）  資料 3 別添２ 

 

背景と目的 

 林野庁では、オガサワラカワ

ラヒワ個体数が減少している

のではないかとの意見を受け

て、モニタリングを継続してい

る。 

 オガサワラカワラヒワの個体

数は100-300羽程度と推定さ

れており、現在小笠原諸島に

おいて最も絶滅が危惧される

鳥類である（図 1）。 

 個体数減少の大きな要因は、

外来種のノネズミ類による営

巣期間中の捕食圧と考えら

れている。 

 繁殖地である母島の属島におけるノネズミ（ドブネズミ）対策が緊急の課題である。 

 ノネズミ対策として一般的な、殺鼠剤を使用する場合を想定したモニタリングを行う。 

 

方法 

 調査地：オガサワラカワラヒワが観察され

る水場（向島の沢） 

 センサーカメラでモニタリング。 

 無毒の粒剤を使用（ネズミの持ち出し防止） 

 ベイトステーションに塩ビパイプ（L 型及

び直型）を取り付けてネズミが喫食するか

どうかの検証（図 2） 

結果 

 L 型、直型ともにネズミが進入し、餌がな

くなる。 

 鳥類が首を突っ込む、入り込む姿は確認できず。 

 １０月１０日の増水により、BS が流され終了。 

 

0

20

40

60

2000 2005 2010 2015

観
察
個
体
数
観
察
日
数

 / 

季節

Ⅰ 期（ 月 月）1 -3

Ⅱ 期（ 月 月）4 -6

Ⅲ期（ 月 月）7 -9

Ⅳ期（ 月 月）10 -12

2000 2005 2010 2015 

カワラヒワの数が減

っているとの声を受

けてモニタリング開

始。 

モニタリング開始当時

よりも観察数が減りほ

とんど観察されない。 

観
察
個
体
数
/
観
察
日
数
 

0 

20 

40 

60 

図 1 オガサワラカワラヒワの観察個体数の推移 

図 2 ベイトステーション設置 

図３ ベイトステーションから出るネズミ 
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